
集
会
に
先
立
ち
、
全
員
が
黙

祷
を
捧
げ
た
後
、
地
本
大
沼
委

員
長
は
「
二
度
と
こ
の
よ
う
な

惨
事
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
、

利
用
者
と
働
く
社
員
の
側
に
立
っ

た
安
全
対
策
や
会
社
施
策
を
求

め
て
い
く
と
し
て
、
06
年
10
月

に
安
全
問
題
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会

議
を
設
置
。
以
降
、
支
社
内
の

事
故
に
つ
い
て
各
職
協
の
協
力

を
得
て
調
査
・
研
究
し
、
改
善

に
向
け
た
団
体
交
渉
を
実
施
し

て
き
た
。
会
社
の
言
う
『
究
極

の
安
全
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
だ
け

に
終
わ
ら
せ
な
い
よ
う
、
活
動

の
強
化
を
図
る
」
と
あ
い
さ
つ
。

職
場
報
告
と
し
て
、
電
気
協

議
会
千
葉
議
長
か
ら
「
飯
山
線

大
根
原
踏
切
事
故
」
に
つ
い
て

の
詳
細
な
経
過
内
容
と
分
析
、

ま
た
同
様
の
踏
切
支
障
事
故
が

発
生
し
た
場
合
の
、
会
社
対
策

問
題
点
と
課
題
に
つ
い
て
報
告

が
さ
れ
た
。

続
い
て
運
転
協
議
会
石
塚
議

長
は
、
「
東
日
本
大
震
災
後
の

職
場
問
題
」
と
し
て
、
新
潟
・

福
島
豪
雨
（
只
見
線
の
壊
滅
的

打
撃
）
に
よ
り
露
呈
し
た
会
社

の
危
機
管
理
の
不
十
分
さ
と
具

体
的
問
題
点
の
検
証
を
お
こ
な
っ

た
。
ま
た
、
福
島
原
発
事
故
に

対
す
る
会
社
の
「
無
対
策
」
に

つ
い
て
批
判
し
、
今
後
も
対
策

を
求
め
て
い
く
と
し
た
。

同
日
に
開
か
れ
た
郡
山
で
の

集
会
で
は
、
電
気
協
議
会
大
橋

事
務
長
が
飯
山
線
踏
切
事
故
の

問
題
に
つ
い
て
、
事
故
発
生
の

背
景
と
要
因
に
つ
い
て
説
明
を

行
な
っ
た
。
そ
の
上
で
、
「
解

雇
処
分
」
と
い
う
形
で
責
任
を

全
て
現
場
労
働
者
に
押
し
つ
け

る
会
社
の
姿
勢
を
批
判
。
加
え

て
「
机
上
の
対
策
」
と
言
わ
れ

て
い
る
「
仙
支
総
２
８
８
２
号
」

の
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
た
。

ま
た
工
務
協
議
会
小
桧
山
事

務
長
は
、
放
射
能
問
題
に
つ
い

て
、
昨
年
の
福
島
第
一
原
発
事

故
以
降
の
福
島
県
支
部
の
取
組

み
を
中
心
に
報
告
。

特
に
、
支
社
交
渉
と
本
社
交

渉
の
経
験
を
し
て
い
る
小
桧
山

事
務
長
は
、
「
何
も
し
な
い
」

態
度
の
会
社
に
「
怒
り
を
通
り

越
し
や
り
き
れ
な
い
気
持
ち
」

を
吐
露
し
つ
つ
も
、
線
量
測
定

の
実
施
と
除
染
・
除
去
対
策
、

社
員
の
健
康
管
理
に
つ
い
て
引

き
続
き
会
社
に
求
め
続
け
て
い

く
決
意
を
明
ら
か
に
し
た
。

◆
地
本
安
全
問
題
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
会
議
は
、
こ
の
間
①
協
力
会

社
社
員
労
災
死
亡
（
挟
ま
れ
・

感
電
）
②
羽
越
線
脱
線
転
覆
③

リ
フ
テ
ィ
ン
グ
ジ
ャ
ッ
キ
作
業

④
ア
ク
セ
ス
線
ワ
ン
マ
ン
運
転

⑤
保
守
用
車
事
故
・
設
備
不
良

⑥
ト
ロ
リ
ー
線
張
替
作
業
時
の

労
災
死
亡
⑦
線
路
閉
鎖
取
扱
⑧

災
害
・
異
常
時
の
取
扱
い
等
の

事
故
や
事
象
に
つ
い
て
の
問
題

を
取
り
上
げ
議
論
。
団
交
で
は

会
社
に
事
故
の
原
因
と
対
策
を

明
ら
か
に
さ
せ
て
き
た
。
ま
た

会
社
の
誤
り
を
正
し
問
題
の
改

善
に
結
び
つ
け
て
き
た
。

今
後
も
タ
イ
ム
リ
ー
に
関
係

機
関
と
連
携
し
、
調
査
・
研
究
、

運
動
作
り
を
進
め
て
い
く
。
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4
・
25

安
全
問
題
を
検
証

す
る
集
会
（
仙
台
・
郡
山
）

5
・
12

12
春
闘
総
括
会
議

地
方
本
部
は
4
月
25
日
、
仙
台
市
民
セ
ン
タ
ー
と
郡
山
ビ
ッ

ク
ア
イ
に
お
い
て
、
「
安
全
問
題
を
検
証
す
る
日
」
と
し
て
集

会
を
開
催
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
7
年
前
の
05
年
4
月
25
日
に
発
生
し
た

JR
西
日
本
福
知
山
線
で
の
脱
線
転
覆
事
故
（
死
者
１
０
８
人
、

負
傷
者
５
６
２
人
）
や
同
年
12
月
の
JR
東
日
本
羽
越
線
で
の

脱
線
転
覆
事
故
、
翌
06
年
1
月
の
JR
西
日
本
伯
備
線
で
の
触

車
死
亡
事
故
な
ど
立
て
続
け
に
発
生
し
た
重
大
鉄
道
事
故
に
鑑

み
、
06
年
か
ら
開
催
し
て
い
る
も
の
。

岩手県岩泉町で2010年7月に発生した脱線事故により、全線運休が

続くJR岩泉線【茂市（宮古市）～岩泉（岩泉町）38.4㎞】について、

JR東日本は3月30日、鉄道での復旧を断念することを正式に発表し

た。JR東日本の廃線表明は、1987年の国鉄分割・民営化以降、新幹

線の並行在来線を除いて初めてだ。

JRは、①岩盤の崩落や落石の可能性がある地点が多数あり、この

安定対策に130億円が必要②同線の運賃収入が840万円で、1キロ当

たりの1日平均乗車人員は46人(いずれも2009年度)でJR東日本の在

来線67路線中最下位であり、これ以上の存続には株主に説明がつか

ないと説明した。

だが「赤字だから廃線にする」と言う主張だけでは国民的に、と

りわけ地域の利用者は納得がいかないのでないか。またこの対応は

「JR会社法」からしても成り立たない。

なぜか。そもそもJR東日本会社は「旅客鉄道株式会社及び日本貨

物鉄道株式会社に関する法律＝JR会社法」の適用を受けていた。

その後、概ね順調な経営成績をあげているとして、国は本州3社(J

R東・JR東海・JR西)をJR会社法から除外した。

だが、国交省は本州3社が完全な自由経営になることを懸念し、改

正附則により国交大臣が「本州3社が配慮すべき指針」を定めたの

である。

そしてその一部に「輸送需要の動向その他の新たな事情の変化を

踏まえ、現に営業している路線の適切な維持および駅その他の鉄道

施設の整備に当たっての利用者の利便の確保に関する事項」がある

ため、「採算が合わない」だけでは廃線の理由にならないのである。

加えてJR東日本は「指針に定められる事項については、従来から

十分留意しつつ事業運営を行なってきており、今後も当然配慮して

行く方針である。よって、この指針の存在が当社の経営の足かせに

なるとは考えていない」と明確に答弁している。

岩泉線は、1982年に「赤字ローカル線」として廃止される予定で

あったが、全県挙げての「廃止反対」運動により、1984年に「廃止

対象路線から除く」ことを運輸省が決定した。

まさしく岩手県民の要求が廃止を阻止したのである。

「オール岩手」で支えてきた岩泉線の廃線を絶対に許してはなら

ない。万一これを許せば、昨年の豪雨災害で今も一部不通になって

いる「只見線」も廃線の対象になりかねない。

JR東日本が政府に約束した姿勢を堅持するのであれば、廃線より

「早期復旧」の立場を取るべきである。

JR東日本の言う「安全対策費130億円」は、JR東日本会社の内部留

保金3兆2千億円の約0.4%であり、復旧は十分に可能だ。

地元の要求は「鉄路での復旧」が圧倒的であり、JR東日本には、

東日本大震災で被災した線区の早期復旧と合わせ、岩泉線の鉄路で

の復旧を明確に表明することが求められている。

我々国労は「地方交通線廃止反対」の立場を明確にしている。

国民の足・住民の足をいかに守るのかが国労の運動であり、岩手県

民や地域の方々との協力・共同の闘いが早急に求められている。

【投稿者 佐藤勝地本法対部長】

検証内容を報告する電協千葉議長

運協石塚議長電協大橋事務長

工務協小桧山事務長



地
方
本
部
は
4
月
22
～
23
日
、

松
島
町
・
ホ
テ
ル
大
観
荘
に
お

い
て
「
福
祉
問
題
学
習
会
及
び

慰
労
会
」
を
開
催
し
た
。

会
議
に
は
、
12
年
度
と
13
年

度
の
退
職
予
定
者
52
人
の
う
ち
、

既
に
昨
年
参
加
し
た
対
象
者
を

除
い
た
23
人
が
参
加
し
、
退
職

後
の
諸
制
度
等
に
つ
い
て
学
習

し
た
。

シ
ニ
ア
に
関
す
る
諸
制
度
と

エ
ル
ダ
ー
社
員
制
度
に
つ
い
て

は
地
本
五
十
嵐
書
記
長
が
説
明

を
行
い
、
「
み
な
さ
ん
は
、
ま

だ
ま
だ
現
役
で
す
。
も
う
ひ
と

踏
ん
張
り
の
活
躍
を
期
待
し
て

い
ま
す
」
と
激
励
の
エ
ー
ル
を

送
っ
た
。

ま
た
曝
露
し
て
か
ら
の
潜
伏

期
間
が
非
常
に
長
く
退
職
後
に

発
症
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
「
石

綿
業
務
災
害
」
に
つ
い
て
の
説

明
は
、
地
本
中
島
副
委
員
長

（
地
本
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
委
員

長
）
が
行
な
っ
た
。

続
い
て
交
運
共
済
か
ら
は
、

東
北
支
所
佐
藤
事
業
副
本
部
長

か
ら
60
歳
以
降
の
再
雇
用
者
・

退
職
者
の
各
種
共
済
利
用
に
つ

い
て
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。

更
に
鉄
道
退
職
者
の
会
仙
台

地
方
連
合
会
か
ら
亀
山
事
務
局

長
が
、
「
み
な
さ
ん
は
会
社
で

は
最
高
齢
の
扱
い
だ
が
、
退
職

者
の
会
で
は
青
年
部
で
す
。
よ

う
こ
そ
！
積
極
的
な
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
」
と
勧
誘
し
た
。

東
北
ろ
う
き
ん
佐
々
木
営
業

部
長
の
話
で
学
習
会
は
閉
じ
ら

れ
、
全
員
で
記
念
撮
影
を
行
な
っ

た
（
上
写
真
）
。

第
二
部
の
慰
労
会
で
は
、
40

余
年
に
亘
る
「
鉄
道
人
生
」
の

起
承
転
結
が
随
所
で
披
露
さ
れ
、

時
が
経
つ
の
も
忘
れ
て
懇
親
を

深
め
、
互
い
に
労
を
ね
ぎ
ら
っ

た
。
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東
北
工
事
事
務
所
分
会

「
ろ
ば
た
」

No
９
２
０

12
年
4
月
9
日
よ
り

来
て
ほ
し
く
な
い
日
、
3
月

11
日
が
過
ぎ
去
っ
た
。
時
間

の
脅
威
を
感
じ
て
し
ま
う
。

あ
の
日
、
JR
ビ
ル
の
6
階
か

ら
外
に
避
難
し
て
、
15
時
こ

ろ
交
差
点
の
公
衆
電
話
か
ら

家
と
息
子
に
連
絡
を
取
ろ
う

と
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
い
た
。
全

く
通
じ
な
か
っ
た
。
後
ろ
に

並
ん
で
い
る
人
の
こ
と
を
気

遣
っ
て
5
分
く
ら
い
で
あ
き

ら
め
た
。

再
度
並
ん
で
15
時
20
分
こ
ろ

ダ
イ
ヤ
ル
を
回
し
て
い
た
。

通
じ
な
か
っ
た
。
津
波
到
着

時
刻
で
あ
る
。
こ
の
一
年
は
、

あ
ま
り
に
も
い
ろ
ん
な
こ
と

が
あ
り
す
ぎ
た
。
人
と
会
う

こ
と
が
苦
痛
に
な
り
塞
ぎ
込

み
そ
う
に
な
る
と
き
が
長
く

続
い
た
。
何
か
を
や
っ
て
い

な
け
れ
ば
、
頭
の
な
か
は
息

子
に
支
配
さ
れ
て
し
ま
う
。

あ
る
人
は
「
亡
く
な
っ
た
身

内
の
数
が
一
人
だ
け
な
ら
ま

だ
い
い
ほ
う
だ
。
両
親
を
亡

く
し
た
子
供
も
い
る
」
と
慰

め
て
く
れ
た
。
だ
が
、
自
分

に
と
っ
て
は
そ
う
い
う
問
題

で
は
な
い
。
こ
の
受
け
入
れ

が
た
い
現
実
と
向
き
合
っ
て

生
き
続
け
て
い
く
こ
と
に
、

失
っ
た
家
族
の
数
な
ど
関
係

な
い
と
思
っ
て
い
た
。

「
49
日
」
が
過
ぎ
て
、
お
袋

が
動
け
な
く
な
っ
た
。
た
ぶ

ん
息
子
の
死
か
ら
気
を
張
っ

て
い
た
の
が
、
一
気
に
気
落

ち
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。

6
月
に
は
宮
古
消
防
署
の
慰

霊
祭
が
あ
っ
た
。
10
時
の
開

会
の
挨
拶
と
同
時
に
震
度
5

強
の
地
震
が
発
生
、
集
ま
っ

た
消
防
署
員
は
そ
れ
ぞ
れ
配

置
に
つ
く
た
め
会
場
か
ら
去
っ

て
い
っ
た
。

津
波
警
報
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
と

サ
イ
レ
ン
が
鳴
ら
さ
れ
、
ど

こ
か
で
火
事
が
発
生
し
た
ら

し
く
消
防
車
が
出
動
し
て
い
っ

た
。
た
ぶ
ん
、
そ
れ
は
3
月

11
日
の
光
景
と
同
じ
だ
っ
た

と
思
わ
せ
る
あ
わ
た
だ
し
さ

だ
っ
た
。

そ
の
後
、
何
度
か
「
慰
霊
祭
」

に
呼
ば
れ
た
。

そ
の
た
び

に
涙
を
流
し
て
い
た
。
も
う

行
き
た
く
な
い
と
思
っ
て
し

ま
い
、
い
つ
し
か
行
く
の
を

や
め
た
。

8
月
14
日
「
初
盆
」
を
迎
え

た
。
息
子
が
飼
っ
て
い
た
愛

犬
「
ア
ル
フ
」
を
つ
れ
て
墓

参
り
を
し
た
。
家
族
そ
ろ
っ

て
夕
食
を
す
ま
せ
庭
で
孫
た

ち
が
花
火
を
し
て
い
た
。
来

客
も
あ
り
家
の
中
は
忙
し
か
っ

た
。
ふ
と
、
ア
ル
フ
が
い
な

い
こ
と
に
気
づ
き
、
家
の
中

と
外
に
電
気
を
つ
け
て
探
し

回
っ
た
。
見
つ
か
ら
な
い
。

そ
の
う
ち
出
て
く
る
だ
ろ
う

と
探
す
の
を
あ
き
ら
め
た
。

次
の
日
の
早
朝
に
な
っ
て
も

出
て
こ
な
い
た
め
、
い
つ
も

の
散
歩
道
を
歩
い
て
い
っ
て

み
る
と
国
道
の
橋
の
路
面
の

一
部
が
血
痕
で
染
ま
っ
て
い

た
。
ま
さ
か
と
思
い
橋
の
下

を
の
ぞ
く
と
、
そ
こ
に
は
胴

体
が
ま
っ
ぷ
た
つ
に
ち
ぎ
れ

た
愛
犬
の
姿
が
あ
っ
た
。
変

わ
り
果
て
た
愛
犬
を
抱
き
か

か
え
て
帰
宅
し
た
。

息
子
の
嫁
に
は
申
し
訳
な
い

と
い
う
気
持
ち
で
一
杯
だ
っ

た
。
生
ま
れ
て
間
も
な
い
孫

と
大
き
く
な
っ
た
ら
遊
ば
せ

て
や
ろ
う
と
考
え
て
い
た
。

大
切
に
育
て
て
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
家
族
の
一
員
で

あ
り
、
シ
ョ
ッ
ク
は
大
き
か
っ

た
。
何
か
に
す
が
る
思
い
で

仏
壇
と
お
墓
を
リ
フ
ォ
ー
ム

す
る
こ
と
に
し
た
。
や
り
場

の
な
い
憤
り
が
ス
ト
レ
ス
と

な
っ
て
い
る
。

「
朝
ズ
バ
」
で
息
子
の
救
急

現
場
が
再
現
報
道
さ
れ
た
。

現
場
に
居
た
患
者
を
含
め
た

7
人
の
う
ち
消
防
士
2
人
が

奇
跡
的
に
助
か
っ
た
一
緒
に

居
合
わ
せ
た
警
察
官
1
人
は

い
ま
だ
に
行
方
不
明
の
ま
ま

で
あ
る
。
生
と
死
の
境
は
な

ん
だ
っ
た
の
か
知
り
た
い
。

報
道
さ
れ
た
内
容
は
事
実
と

は
全
く
異
な
っ
た
も
の
だ
っ

た
。
テ
レ
ビ
局
に
文
句
を
言
っ

た
ら
、
担
当
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

が
わ
ざ
わ
ざ
家
に
謝
り
に
来

た
。先

日
、
家
族
み
ん
な
で
息
子

が
津
波
に
襲
わ
れ
た
現
場
に

出
向
い
た
。
倒
壊
し
た
家
は

き
れ
い
に
片
付
い
て
い
た
が
、

復
興
に
は
程
遠
い
現
実
が
あ
っ

た
。

「
一
人
は
み
ん
な
の
た
め
に
、

み
ん
な
は
一
人
の
た
め
に
」

の
言
葉
ど
お
り
、
こ
の
一
年

の
間
、
多
く
の
組
合
員
皆
様

か
ら
励
ま
さ
れ
、
ま
た
多
大

な
る
義
援
金
を
各
関
係
機
関

か
ら
い
た
だ
く
な
ど
、
言
葉

で
は
言
い
尽
く
せ
な
い
感
謝

の
気
持
ち
で
一
杯
で
あ
る
。

11
月
に
は
愛
犬
ア
ル
フ
の
代

わ
り
に
子
犬
が
や
っ
て
き
た
。

息
子
の
嫁
と
娘
2
人
の
私
に

対
す
る
気
遣
い
で
買
っ
て
き

た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
孫

が
一
歳
半
に
な
ろ
う
と
し
て

い
る
。

日
に
日
に
息
子
の
幼
い
こ
ろ

に
似
て
き
て
、
そ
の
孫
と
子

犬
か
ら
元
気
を
も
ら
い
、
家

族
み
ん
な
笑
顔
を
取
り
戻
し

て
き
て
お
り
ま
す
。
近
況
を

報
告
し
て
支
え
て
い
た
だ
い

た
こ
の
一
年
間
の
お
礼
に
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

盛
岡
工
事
区
班

坂
本

正
幸

退
職
の
お
知
ら
せ

4
月
15
日
付

藤
沢

琢
磨
さ
ん

貨
物
宮
城
分
会

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た

青年部！の皆さんが勢揃い

○
エ
ル
ダ
ー
組
合
員
激
励
交
流
会

日
時

5
月
27
日
（
日
）
13
時
～

会
場

仙
台
市
・
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
和
室

○
地
域
間
・
エ
リ
ア
異
動
者
激
励
交
流
会

日
時

6
月
2
日
（
土
）
11
時
45
分
～

会
場

大
井
町
駅
東
口

日
本
海
庄
や

○
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
学
習
会

日
時

6
月
9
日
（
土
）
13
時
～

会
場

青
葉
区
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー


